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１. コミュニケーションを重視した英語教育と社会
言語学
現在の中学校学習指導要領の外国語と高等学校学
習指導要領の外国語や英語の科目全体の目標には､
いずれも ｢コミュニケーション能力を養う｣ ことが
あげられ､ そのための教材は ｢実際の言語の使用場
面や言語の働きに十分配慮したものを取り上げる｣
とされている｡ 言語の使用場面におけるコミュニケー
ション能力 (communicative competence) の重
要性は､ Dell Hymesが1972年にはすでに指摘し､
それ以降は英語教育におけるコミュニカティブ・ア
プローチ (Communicative Approach)､ あるい
はコミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング
(Communicative Language Teaching) という考
え方が提唱され､ 教材開発や指導法などのレベルで
論じられてきた｡ コミュニケーション能力とは､ ひ
とことで言えば､ 言語の使用場面に応じて適切に発
話を作り出したり理解したりすることができる能力､
つまり文法性 (grammaticality) だけでなく､ 言
語使用の適切さ (appropriateness) を判断する能
力であると言える｡ したがって､ 学習者に提示され
る教材は､ 文法のルール (rules of grammar) だ
けでなく､ 言語使用のルール (rules of language
use) をある程度反映したものでなければならず､
したがって“theory of language use”を扱う社
会言語学 (sociolinguistics) からの考察が特に重要
となる｡
社会言語学の扱う領域はきわめて広いが､
Candlin (1976) はコミュニケーションを重視した
英語教育の基盤として重要な研究領域を10項目あげ
ている｡ 本稿では､ その中でも特に発話行為
(speech act) や言語機能 (language function)､
さらには談話分析 (discourse analysis) の研究成
果を参考にしながら､ 依頼 (request) の表現を取
り上げて検討する｡１)
２. 発話行為としての依頼表現
話し手 (speaker) と聞き手 (hearer) が存在す
るコミュニケーション場面における話し手による発
話行為は､ 陳述表示型 (Representatives)､ 行為
指導型 (Directives)､ 行為拘束型 (Commissives)､
態 度 表 明 型 (Expressives) ､ 宣 告 命 名 型
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(Declaratives) の５つに分類されるが､ 依頼の発
話行為は行為指導型に属する (Searle 1979)｡
また､ 発話行為が適切に遂行されるためには､
Searle (1969) が適切さの条件 (felicity condition)
と呼ぶ条件を満たす必要があり､ その条件には､ 命
題内容条件 (prepositional content condition)
[発話の命題内容が満たすべき条件]､ 準備条件
(preparatory condition) [話し手と聞き手､ 場面
に関する条件]､ 誠実条件 (sincerity condition)
[話し手の意図に関する条件]､ 本質条件 (essential
condition) [行為の遂行義務に関する条件] の４つ
がある｡ 依頼の発話行為の場合､ 適切さの条件は次
のように整理できる (Cf. Searle 1969､ 山梨 1986)｡
命題内容条件 聞き手による未来の行為
準 備 条 件 話し手は聞き手にその行為を実行
する能力があると信じている
話し手にとって聞き手がその行為
を実行するかどうかは自明ではな
い
誠 実 条 件 話し手は聞き手によるその行為の
実行を望んでいる
本 質 条 件 聞き手はその行為の実行の義務を
負う
例えば､“I request you to solve the problem.”
は依頼の発話行為としての適切さの条件を満たして
いる｡ しかし､ “*I request you to have solved
the problem.”は命題内容が過去の行為を示して
いるため命題内容条件を満たしていない｡ また
“*I request you to solve the problem, but I'm
sure you'll fail.”は話し手が聞き手にその行為を
する能力があると信じていないため準備条件を満た
していない｡ ゆえに､ それぞれ発話行為としては不
適切ということになる (山梨 1986)｡
３. 依頼のストラテジー
かつて謝罪 (apology) の発話行為を遂行するた
めに使用されるストラテジー (strategy) について
検討したことがあるが (山田・田中 1986)､ 依頼
についても同様にそのストラテジーを整理しておく
必要がある｡ 依頼のストラテジーを考える上で参考
になるものにはAijmer (1996) やBlum-Kulka
(1984) もあるが､ ここではFraser (1978) をあげ
ておく｡ 依頼という言語機能 (function) をもつ表
現形式 (form) は多様であることがわかる｡
Strategy 1：
By announcing the intent to perform the act
“I request that you help me.”
Strategy 2：
By using a speech act idiom which conveys
the directive intent
“How about helping me?”
Strategy 3：
By using an imperative sentence, which
conveys the intent
“Please help me.”
Strategy 4：
By suggesting that the hearer act
“I suggest that you help me.”
“You might help me.”
Strategy 5：
By requesting permission of the hearer
“May I request that you help me?”
Strategy 6：
By expressing a desire for hearer action
“I would like you to help me.”
Strategy 7：
By expressing an obligation to request help
“I must ask you to help me.”
Strategy 8：
By expressing a desire to request help
“I would like to ask you to help me.”
Strategy 9：
By expressing that the hearer has an
obligation to act
“You must help me.”
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Strategy 10：
By expressing that the hearer has the ability
or permission to act
“You can help me.”
Strategy 11：
By expressing that the specific act would be
appropriate
“I am in need of some help.”
Strategy 12：
By expressing a reason for the hearer to act
“I cannot finish without some help.”
Strategy 13：
By expressing a consequence of the hearer
action
“If you help me, I'll buy you a new comic
book.”
Strategy 14：
By asking if the hearer has the ability to act
“Can/Could/Can't/Couldn't you help me?”
Strategy 15：
By asking if the hearer wants to act
“Would you like to help me?”
Strategy 16：
By asking if the hearer intends to act
“Will/Would/Won't you help me?”
Strategy 17：
By asking if the hearer has a reason for(not)
acting
“Why are (aren't) you helping me?”
Strategy 18：
By asking if the hearer has (doesn't have)
an obligation to act
“Don't you have to help me?”
Fraser (1978) は､ Strategy１からStrategy３
までは依頼の発話行為をdirectlyに遂行するために
使用するもの､ Strategy４からStrategy18までは
indirectlyに遂行するために使用するものであると
する｡
４. 慣用のレベル
依頼の表現形式を慣用のレベル (levels of
usage) の視点から検討しておくこともまた重要で
ある｡ 特に､ 互いに対照的な価値を持つ次の３組で
考えるのがよい方法である (Leech and Svartvik
(2002))｡
formal ←→ informal
polite ←→ familiar
written ←→ spoken
依頼の表現形式をformalityの観点から提示する
ものには､ Coffey (1983) やReinhart and Fisher
(1985) などがあるが､ ここではCoffey (1983) を
あげておく｡２)
<Formal>
Would you be kind enough to . . . ?
Would you (please) . . . ?
Could you (please) . . . ?
Could you possibly . . . ?
Do you think you'd be able to . . . ?
Will you (please) . . . ?
Can you (please) . . . ?
<Informal>
Leech and Svartvik (2002) は､ 丁寧な(polite)
言葉を使う行動が最もはっきりと見られる発話行為
のひとつに依頼があると指摘し､ 次の例を示してい
る｡
Shut the door, will you? <familiar>
Would you please shut the door?
<rather polite>
I wonder if you would mind shutting the door.
<more polite>
依頼の表現形式をpolitenessの観点から提示する
Jones and Baeyer (1983) の一部は次の通りであ
る｡
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<Familiar>
Hey, I need some change.
Could I borrow a quarter?
I wonder if you could lend me a dollar?
Would you mind lending me five dollars?
Could you possibly lend me your typewriter?
I hope you don't mind my asking, but I
wonder if it might be at all possible for you
to lend me your car.
<Polite>
Leech and Svartvik (2002) は､ 丁寧な話し言
葉 (polite, spoken) だけでなく､ 形式ばった
(formal) 手紙を書く場合の表現も提示する｡
I would be very grateful if you would . . .
I would appreciate it if you could . . .
Would you kindly . . .
５. 依頼の応答表現
Canale (1983) がコミュニケーション能力の構
成要素のひとつに談話能力 (discourse competence)
をあげているように､ 実際の言語の使用場面を考え
た場合には､ 談話のレベルでの分析も必要である｡
つまり､ Speaker A：“X”/ Speaker B：“Y”
という談話単位 (discourse unit) あるいは隣接ペ
ア (adjacency pair) を考慮し､ 発話“X”に依頼
の表現が起こる時､ 発話“Y”にはどのような表現
が起こるかを検討しておかなければならない｡ 例え
ば､ Richards and Schmidt (1983) は､ 依頼に対
して４つの応答例をあげているが､ ここでは依頼を
受ける場合と依頼を断る場合を考える｡
Request A：Can you mail these for me
please?
－Grant B：Sure.
－Put off B：Sure, but I won't have time
today.
－Challenge B：Why do you always ask me
to mail them for you?
－Refusal B：Sorry, but I won't be near the
Post Office.
１) 依頼を受ける
依頼を受ける場合の表現についてformalityの観
点からCoffey (1983) が提示する次の表現形式が
参考になる｡３)
<Formal>
It would be my pleasure.
I'd be glad to.
Certainly.
Of course.
Yes.
All right.
Sure.
OK.
<Informal>
２) 依頼を断る
依頼などを断る場合､ つまり謝絶 (refusal) の
表現形式のgeneral formulaはKana (1982) が示
すが､ 依頼に対する場合は次のようになると考えら
れる｡
± (Apology) ＋ Excuse ± (Alternative)
重要なのは､ 断る理由 (excuse) を表す部分が
含まれている必要があるということである｡ Jones
and Baeyer (1983) は次の表現をあげる｡
I'm sorry, but . . .
I'd like to, but . . .
I'd really like to help you out, but . . .
６. 学習指導要領における記述
中学校学習指導要領や高等学校学習指導要領には､
言語活動を行うために取り上げる ｢言語の働き｣ の
例として ｢相手の行動を促す｣ がいくつかあげられ､
その中でも ｢依頼する｣ が中学校と高等学校に共通
して示されている｡
さらに､ 中学校学習指導要領には､ 具体的に次の
ように記述されている｡
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・依頼する
例１ A：Will you help me?
B：Sure. What do you want me to do?
例２ A：Can you help me with my math
homework?
B：Of course. Show me your problems.
例３ A：Can I use this dictionary?
B：Of course. It's very useful.
依頼の表現例が３つあげられているが､ ストラテ
ジーの視点からみると､ Will you . . . ? はStrategy
16､ Can you . . . ? はStrategy 14､ Can I . . . ?は
Strategy５である｡ また､ 応答表現を見ると､ 依
頼を受ける場合の表現例しか提示されていない｡
７. 教科用図書における記述
実際の中学校外国語科用教科用図書 (平成23年２
月４日検定済み) や高等学校用教科用図書 (｢英語
表現Ⅰ｣ (平成24年３月１日検定済)､ ｢英語表現Ⅱ｣
(平成25年２月28日検定済)､ ｢英語会話｣ (平成24
年３月１日検定済) でどのように取り扱われている
か､ 具体例を検討しておく｡
依頼の表現形式を次のように提示する中学校教科
用図書があるが､ ただ列挙するだけで､ どのような
場面で使用するのが適切かといったことに関する説
明はない｡
Pancakes, please.
Can you come and pick us up?
Could you show me another one?
Will you open the windows?―Sure.
―COLUMBUS 21 ENGLISH COURSE３
(光村図書), p. 106.
次の例は中学校１年生が使用する教科用図書が提
示する表現である｡
Can you help me?
Can you ～? で ｢～してくれませんか｣ と依
頼することができます｡
―NEW CROWN ENGLISH SERIES１
(三省堂), p. 90.
それに対して中学校３年生が使用する教科用図書
にはpolitenessの観点から､ よりていねいな表現を
提示している｡
Could you ask him to call me?
Could you ～? で ｢～してくださいませんか｣
とていねいに依頼することができます｡
―NEW CROWN ENGLISH SERIES３
(三省堂), p. 90.
しかしながら､ 同じ教科用図書で次のように提示
する部分もあるが､ その違いについての記述はない｡
ストラテジーや慣用のレベルの視点からその違いに
ついて検討する必要がある｡
Would you add this card to the box?
Would you ～? で ｢～してくださいませんか｣
とていねいに依頼することができます｡
―NEW CROWN ENGLISH SERIES３
(三省堂), p. 34.
慣用のレベルについて言及した高等学校用教科用
図書には次の例がある｡ ｢くだけた表現｣ や ｢非常
にていねいな表現｣ といった表示をする｡
１. Can [Will] you do me a favor?
１はくだけた表現で､ Will you ～? はやや
命令に近い｡
２. Could [Would] you please mover over?
３. Could I ask you to translate this into
Japanese?
４. I wonder if you could help me.
５. I would appreciate it if you could give
me some advice.
４､ ５は非常にていねいな表現｡
―BIG DIPPER English Expression Ⅱ
(数研出版), p. 92.
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次にあげる中学校用教科用図書の例では､ 依頼に
対する応答表現として依頼を受ける場合しか示して
おらず不適切である｡ また､ “OK.”や“Sure.”
が形式ばらない (informal) 表現であることを考え
ると､ ｢かしこまりました｣ という日本語は適切で
はない｡
依頼に対する返事
-OK. かしこまりました｡
-Sure. かしこまりました｡
-No problem. かしこまりました｡
-Of course. もちろんです｡
―My Passport (文英堂), pp. 90-91.
次の中学校用教科用図書では､ 依頼の応答表現と
して､ 依頼を受ける場合と断る場合の両方を提示し
ているのがよい｡ また､ 断る場合に理由を付け加え
ることにも言及している点は評価できる｡
Will you help me, please? ―Sure. / Sorry, I
can't. I have a lot of homework.
△
｢～してもらえますか｣ と頼むときには､ Will you
で文を始めます｡ Will youの後や文の終わりに
pleaseをそえると､ ていねいな表現になります｡
△
｢いいですよ｣ と答えるときには､ Sure.やOkay
などを使います｡ ｢できません｣ と答えるときに
は､ Sorry, I can't.と言ってから､ その理由を付
け加えるとよいでしょう｡
―TOTAL ENGLISH２ (学校図書), p. 60
ただし､ “please”を添えると丁寧な依頼表現に
なるという記述に対しては､ 丁寧さを示す機能とし
て“please”そのものはごくわずかな効果しか持た
ないというLeech and Svartvik (2002：34) の指
摘があることに留意する必要がある｡
注
１) 語用論 (pragmatics) の視点から英語教育に
おける依頼の表現を取り上げたものに最近では石
原・コーエン (2015) があるが､ すでに田中
(1988) はその視点から依頼の表現を詳細に検討
し､ 学習英和辞典の記述について考察していた｡
本稿は､ 改めて学習指導要領や教科用図書で扱わ
れる依頼表現について検討するものである｡
２) Would you mind . . . ? の表現については､ 応
答表現の観点からここでは省略する｡
３) Would you mind . . . ? の表現を使った依頼を
受ける場合の表現は省略する｡
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